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１１ ははじじ めめにに

全国障害者ス ポーツ 大会において は、 従来、 内部障がい（ 内部機能障がい）

のある 選手は出場が認めら れて いま せんで し た 。 し かし 、 競技規則の改正に よ

り 、 平成 20 年の第８ 回大会（ 大分大会） から は、 一部の内部障がい（ ぼう こ う ・

直腸機能障がい） に 限り 、「 陸上競技」、「 ア ーチ ェ リ ー」、「 フ ラ イ ン グ ディ ス ク 」

への参加が認めら れて いま す。

内部障がいは、 外見上、 障がいのある こ と がわかり にく い障がいで すので 、

内部障がいに対する 正し い知識と 理解を も つこ と が、 選手を サポート する た め

に は大切で す。

２２ 内内部部障障ががいいとと はは

内部障がいと は、 心臓、 じ ん臓、 呼吸器、 ぼう こ う 又は直腸、 小腸、 ヒ ト 免

疫不全ウ イ ルス に よ る 免疫、 肝臓の７ 種類の機能の障がいによ り 、 日常生活を

著し く 制限さ れる 状態にあ る と 認めら れる も のを いいま す。

いずれも 生命維持のた めの重要な 機能の障がいで ある た め、 内部障がいのあ

る 人は、 通院や医療機器の装着のほか、 日常の生活に何ら かの制限を 受けて い

ま す。

３３ 様様々々なな 内内部部障障ががいい

内部障がいと 一言で いっ て も 、 先に記載し た よ う に様々な 種類があり ま す。

厚生労働省の「 福祉行政報告例（ 令和３ 年度）」 の結果によ る と 、 内部障がいの

あ る 人の内訳は次のよ う に な り ま す。

【 内部障がいの内訳】

内部障がいの種類 人数

心臓機能障がい 87. ４ 万人

じ ん臓機能障がい 39. ８ 万人

呼吸器機能障がい 7. ７ 万人

ぼう こ う 又は直腸機能障がい 22. ５ 万人

小腸機能障がい 0. 5 万人

ヒ ト 免疫不全ウ イ ルス に よ る 免疫機能障がい 3. １ 万人

肝臓機能障がい 1. 1 万人

全体 16２ . １ 万人

第第１１ ２２ 章章 内内部部障障ががいいののああるる 人人へへののササポポーートト
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（（ １１ ）） 心心臓臓機機能能障障ががいい

心臓機能障がいと は、 先天性心臓病や動脈硬化、 高血圧、 高脂血症な ど に

よ る 冠動脈疾患によ り 、 心筋が働く た めの酸素の需要と 供給のバラ ン ス が崩

れ、 身体に必要な 血液を 十分に 送り 出せな く な っ た 状態を いいま す。 こ う し

た 状態から 、 急性、 ある いは慢性心不全や狭心症な ど を 発症する こ と があ り

ま す。

ま た 、 こ れら は加齢や生活習慣が引き 金と な る こ と も 多く 、 いわゆる 生活

習慣病の代表的な 疾患と も いわれて いま す。

近年、 医療技術の進歩によ り 、 狭心症患者が心臓手術を し た り 、 心筋梗塞

後に心不全を 起こ し て ペース メ ーカ ーを 装用し た り する な ど 、 患者の状況に

応じ た 治療が行われて いま す。

【 携帯電話はペース メ ーカ ーに影響する の？】

ペース メ ーカ ーは、 命を 維持する 大切な 医療機器で す。 こ れま で 、 携帯電話

な ど の電子機器は、 ペース メ ーカ ーに影響する ので 「 ペース メ ーカ ーを つけて

いる 人の近く で は携帯電話を 使わな いよ う に」 と 言われて いま し た が、 ２ ０ １

５ 年に 総務省で 発表さ れた 指針（「 各種電波利用機器の電波が植込み型医療機

器へ及ぼす影響を 防止する た めの指針」） で は、 携帯電話な ど の電子機器類がペ

ース メ ーカ ーに影響する 可能性は限り な く 低いと 発表さ れま し た 。 こ れで 、 ペ

ース メ ーカ ーを つけて いる 人も そ う で な い人も 、 必要以上に不安に 思う 必要は

な く な り ま し た 。

た だ 、 指針で も 「「 ペペーースス メメ ーーカカ ーーをを つつけけてて いいるる 人人かからら １１ ５５ ｃｃ ｍｍ離離れれたた 距距離離でで

電電子子機機器器類類はは使使用用すするる 」」 と 、 一定の距離を 保つこ と が書かれて いる ので 、 満員

電車な ど の人が多いと こ ろ で は、 気を 付ける よ う に し ま し ょ う 。

（（ ２２ ）） じじ んん臓臓機機能能障障ががいい

じ ん臓機能障がいと は、 腎炎な ど 、 じ ん臓そ のも のに 異常や機能低下が生

じ た 場合、 ある いは、 糖尿病、 痛風な ど の全身性疾患な ど から じ ん臓がそ の

機能を 失い、 体内に老廃物が溜ま っ た り 、 高血圧にな っ た り する こ と を いい

ま す。

主な 治療法と し て 、 透析療法（ 次の２ 種類） があり ま す。

① 血液透析： 体外の透析器に 血液を 通過さ せ、 体液調整を 行う こ と

② 腹膜透析： カ テ ーテ ルで 透析液を 腹腔内に 出し 入れし 、 腹膜を 透析膜

と し て 体液調整を 行う こ と

透析療法を 行う こ と で 、 自宅で 生活する こ と がで き ま すが、 継続し て 透析
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を 受けな ければな ら な いた め、 旅行な ど の長期外出には行き づら いこ と も あ

り ま す。 旅行先な ど で も 透析を 受ける こ と は可能で すが、 手続き が複雑で 、

慣れな い場所で の透析は不安に 感じ る 人も いる た め、 利用する 人は多く あ り

ま せん。

腹膜透析は、 比較的自由な 日常生活が行え ま すが、 カ テ ーテ ル接続時の感

染対策な ど 細やかな 配慮が必要で す。

ま た 、 じ ん臓機能障がいの人は、 疲疲れれややすすいいと いう 特徴があり ま す。

（（ ３３ ）） 呼呼吸吸器器機機能能障障ががいい

呼吸機能は、

① 換気

② 通気性の維持・ 気道の浄化

③ 胞ガ ス 交換

と いう 三つの役割を 担っ て いま すが、 こ れら の内いずれかの機能に障がいが

ある 状態を 呼吸器機能障がいと いいま す。

呼吸器機能障がいの治療法と し て 、 在宅酸素療法（ Ｈ Ｏ Ｔ ： Home
ホ ー ム

Oxygen
オク シ ジ ョ ン

Ther apy
セ ラ ピ ー

） を 行う 人が増え て いま す。 自宅に酸素供給機を 設置し 、 入院し な く

て も 酸素の吸入がで き 、 日常生活を 送る こ と がで き ま す。

呼吸器機能障がいの人の近く で の喫煙は、 タ バコ の煙が呼吸機能に悪影響

を 及ぼすこ と も ある ので 注意し ま し ょ う 。

（（ ４４ ）） ぼぼうう ここ うう 又又はは直直腸腸機機能能障障ががいい

ぼう こ う 又は直腸機能障がいと は、 ぼう こ う や直腸、 尿管・ 尿道の機能低

下や切除によ り 、 適切な 排泄な ど が困難にな る こ と を いいま す。 ぼう こ う ・

直腸機能障がいのある 人は、 手術等によ り 腹部に 人工肛門・ 人工膀胱（（ スス トト

ーーママ ）） を 装着し 、 排便・ 排尿を 行いま す。 ス ト ーマ には、 造設し た 箇所に よ

り 結腸ス ト ーマ 、回腸ス ト ーマ 、尿路ス ト ーマ な ど の種類があ り ま す。ま た 、

スス トト ーーママ 保保有有者者をを 「「 オオスス トト メメ イイ トト 」」 と いいま す。

右のマ ーク は、 そ のよ う な ス ト ーマ を 着用し て いる 人の

マ ーク で 「「 オオスス トト メメ イイ トト ママ ーークク 」」 と いいま す。 オス ト メ イ

ト は、 排泄物を 常時受け止める 、 専用のパパウウ チチ （ 便な ど を

一時的に 溜めて おく 袋） を 装着し て いま す。 私た ち が定期

的にト イ レ に行き 排泄を する よ う に、 パウチ 内の排泄物も 、

適宜処理する 必要があり 、 パウ チ やス ト ーマ の洗浄、 換気、

消毒、 そ れら に 必要な 器具な ど を 置く ス ペース の確保が必
【 オ ス ト メ イ ト マ ーク 】
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要で す。

オス ト メ イ ト マ ーク がある ト イ レ で は、 こ れら の条件が満た さ れ、 よ り 快

適に排泄で き る よ う にな っ て いま す。

（（ ５５ ）） 小小腸腸機機能能障障ががいい

小腸機能障がいと は、 小腸の疾患や切除によ っ て 、 小腸機能が低下し 、 栄

養の消化・ 吸収が妨げら れる 状態を いいま す。

主な 治療法と し て 、

① 完全静脈栄養法

② 経腸栄養法

があり ま す。 完全静脈栄養法は、 中心静脈にカ テ ーテ ルを 用いて 栄養成分を

流し 込む方法で す。 経腸栄養法は、 各栄養素を 口から 摂取、 又はカ テ ーテ ル

を 用いて 腸管へと 送り 込む方法で す。 一般的に、 障がいの程度が重く な る ほ

ど 、 ①の方法で 治療を 行いま す。

完全静脈栄養法によ り 、カ テ ーテ ルを 中心静脈に埋め込んで いる 人の場合、

カ テ ーテ ルの露出が少な く 、 入浴やス ポーツ な ど を 自由に行う こ と がで き 、

行動制限が少な いと いう メ リ ッ ト があり ま す。

（（ ６６ ）） ヒヒ トト 免免疫疫不不全全ウウイイ ルルスス にによよ るる 免免疫疫機機能能障障ががいい

ヒ ト 免疫不全ウイ ルス によ る 免疫機能障がいと は、 ヒ ト 免疫不全ウイ ルス

（ Ｈ Ｉ Ｖ ） に感染し 免疫機能が低下し た 状態を いいま す。 免疫機能が低下す

る こ と で 、 様々な 感染症な ど を 発症し やすい状態にな り 、 最終的に後後天天性性免免

疫疫不不全全症症候候群群（（ ＡＡ ＩＩ ＤＤ ＳＳ ）） を 発症する こ と も あり ま す。 明確な 治療法が確立

さ れて いま せんが、 多く の人が、 発症を 遅ら せる た めに 抗ウイ ルス 剤を 服用

し て いま す。 ま た 、 間違っ た 理解によ り 敬遠さ れがち で 、 周囲から 偏見の目

で 見ら れる こ と も あり ま す。 普通の生活で 感染する こ と はな いので 、 病気に

対する 正し い知識を 持ち 、 普通に接する よ う に心掛ける こ と が大切で す。

（（ ７７ ）） 肝肝臓臓機機能能障障ががいい

肝臓が何ら かの異常に よ っ て 、 正常に 機能し な く な る こ と を いいま す。 肝

機能の数値で 障がいがど の程度の状態で ある かを 判断し ま す。 肝臓は沈黙の

臓器と いわれ、 自覚症状がほと んど な いた め、 進行し て いる こ と に気が付か

ず、 進行が進めば全身倦怠感・ 食欲不振・ 黄疸な ど の症状が現れ、 最悪の場

合死に至り ま す。 ２ ０ １ ０ 年から 、 内部障がいの一つと し て 、 身体障がい者

手帳の対象にな り ま し た 。
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４４ 内内部部障障ががいいのの特特徴徴

（（ １１ ）） 外外見見かからら 分分かかりり ににくく いい。。

外見から は分かり にく いた め、 電車やバス の優先席に 座っ て も 周囲の理解

が得にく いな ど 、 精神的な ス ト レ ス を 受けやすい状況に あり ま す。

（（ ２２ ）） 疲疲れれややすすいい。。

障がいのある 臓器だ けで はな く 、 全身にあら ゆる 負担を 受けて いる た め、

体力がな く 疲れやすい状態にあ り ま す。 重い荷物を 持つ、 長時間立つ等の身

体的負担を 伴う 行動が制限さ れま す。

（（ ３３ ）） タタ ババココ のの煙煙をを 苦苦しし くく 感感じじ るる ここ とと ががああるる 。。

呼吸器機能障がいのあ る 人の中には、 タ バコ の煙を 苦し く 感じ る 人も いま

す。 喫煙は所定の場所で する よ う にし ま し ょ う 。

（（ ４４ ）） トト イイ レレ にに不不自自由由すするる ここ とと ががああるる 。。

オス ト メ イ ト の人は、 オス ト メ イ ト 用のト イ レ を 使用する こ と で 、 よ り 快

適に排泄を する こ と がで き ま す。

会場内で 、 オ ス ト メ イ ト 対応ト イ レ がど こ にあ る のか、 事前に 確認し て お

き ま し ょ う 。 オス ト メ イ ト 対応ト イ レ には、「 オス ト メ イ ト マ ーク 」 が表示さ

れて いま す。

５５ ココ ミミ ュュ ニニ ケケーーシシ ョョ ンン ののポポイイ ンン トト

（（ １１ ）） 負負担担をを かかけけなな いい対対応応をを 心心掛掛けけまま しし ょょ うう 。。

内部障がいのある 人は、 疲労感が溜ま り 、 集中力に欠ける な ど 、 外見から

はわかり にく い不便さ を 抱え て いる こ と を 理解し 、 で き る だ け負担を かけな

い対応を 心掛けま し ょ う 。

（（ ２２ ）） 近近くく でで 火火気気ののああるる もも ののをを 使使用用しし なな いいよよ うう ににしし まま しし ょょ うう 。。

呼吸機能障がいの人は、酸素ボン ベや液体酸素を 使用する こ と も あ る ので 、

使用し て いる 人の近く で はタ バコ 等の火気を 使用し な いよ う にし ま し ょ う 。

（（ ３３ ））

内部障がいのある 人の中に は、 倦怠感な ど に よ り 、 重いも のを 持つこ と

が困難な 方も いま す。 自分から 言葉を かけ、 お手伝いで き る こ と がな いか

確認し ま し ょ う 。
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【【 ヘヘルルププ ママ ーークク ののここ とと 知知っっ てて いいまま すすかか？？】】

ヘルプ マ ーク は、聴覚障がい者や高次脳機能障がい

者、 義足や人工関節を 使用し て いる 方、 内部障がいや

難病の方、 ま た は妊娠初期の方な ど 、 外見から 分から

な く て も 援助や配慮を 必要と し て いる 方々が、周囲の

方に配慮を 必要と し て いる こ と を 知ら せる こ と で 、援

助を 得やすく な る よ う 、 東京都が作成し ま し た 。

ヘルプ マ ーク を つけた 方を 見かけた ら 、 電車・ バス

内で 席を ゆずる 、困っ て いる よ う で あ れば声を かける

な ど 、 大会期間中だ けで な く 、 日頃から 思いやり のあ

る 行動を と れる よ う にし ま し ょ う 。

【 ヘ ルプ マ ーク 】
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